
令和７年度いきいきふるさと“夢”支援金事業 評価書 

 

事 業 名 胴長太鼓の革の張替、子ども獅子舞のゆたんの新調 

 

■支所長評価 

 評価項目 評 価 の 内 容 

事業効果 

目的の達成 

区が所有する胴長太鼓の革の張替や、子ども獅子舞のゆたん

を新調したことにより、地区の誇りである伝統芸能（三才神

楽）を継承していくために必要となる備品への不安解消を図

ることができた。 

地域等への貢献 

これまでどおり、秋祭りや敬老会、福祉施設などで区民に神

楽を披露することができ、三才神楽を再認識していただいた

ことにより三才地域の活性化に寄与したと考えられる。 

事業の継続 

新会員２名が加入予定とのことで、今後も地域のお祭りや各

種活動等のイベントで披露することで、子どもから大人まで

幅広い新会員の加入を進めるとともに、更なる体制の充実を

図り、地域の盛り上げへの貢献に期待する。 

費用対効果 

会員のみならず、参加する児童生徒のモチベーションの維持

向上や子どもたちの郷土愛・地域参加意識の醸成、地域コミ

ュニティの結束力強化にもつながることから、費用対効果は

大きいと考えられる。 

 

■選考委員評価 

・一定の成果があった。 

・新たな用具の使用により、伝統芸能を担う者の士気高揚が図られるとともに、新たな担い手の

加入が期待できる。 

・Ｒ12 成人祝賀式で獅子舞を披露いただく予定で、そこに向かって新会員も２名加入するなど、

今後モチベーションの向上に期待がもてる。 

・子ども獅子舞を保存・継続していくことは、文化の継承としてとても大切なことだと思う。子

ども達の健全な育成のためにも、地域文化に目を向けさせるのは素晴らしい。 

・地区の伝統芸能備品を整備することで、今後の活動継続に期待できる。また、このことから事

業の継続に弾みがついたなら、効果があったと評価できる。 

 

■最終評価 

概ね支所長評価のとおり 
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